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教育者としての「使命感」・「人間愛」・「創造力」を有する教員の養成を目指す

学園だより

JUENJUEN
創立40周年 特別企画

上越教育大学と
上越市の40年



大学創設に併せて設置されまし
た。本当に小さな事務室でした。
当初は新潟大学教育学部高田分校
に仮事務室が置かれ、ここから第
一期生受入準備などがスタートし
ました。写真は当時のスタッフで
す。中列右から 4 人目に初代学長
辰野千壽先生も。

プレハブの
仮事務室開設

（1978 年）

1980 年代以前では、
高田でも積雪２ｍを超えるこ
とが多かったようですが、こ
こ最近は積雪 1m を超える
こと自体珍しいようです。た
だ、毎度のことですが雪かき、
雪下ろしは重労働です。

古くから「緑の小道」に生育し、風雪に耐えて緑を維
持し、春を経て清々しい若葉とともに可憐な花や実を
つける（オクチョウジザクラ、オオバクロモジ、ヒメ
アオキ、ハイイヌツゲなどの）植物をモチーフとして
います。雪国に所在する本学を特徴づける図案ととも
に制定されました。

ロゴマーク（2014年制定）

イメージキャラクター
マナーブ・デ・
ジョーキョー先生

（2014年誕生）

本学の校舎をモチーフとした
キャラクター。ある意味ものっ
すごく見慣れた存在。
学内コンペで応募のあった 22
点の作品から、教職員と学生の
投票によって選出されました。

40年の長い歴史の中、
様々な出来事がありました！

上越教育大学創立40周年にちなみ、特別企画として本学と上越市の
あゆみを振り返りました。
高田師範から続く教育の灯を消してはならないという、上越市民の
力強い後押しがあって設立された本学は、これからも市民・国民の
期待に応える大学であり続けます。

　

１
９
２
０（
大
正
９
）年
５
月
31
日
、長
野
県
上

伊
那
郡
西
春
近
村（
現
伊
那
市
）生
ま
れ
。東
京
文

理
科
大
学
心
理
学
科
卒
業
後
、東
京
文
理
科
大
学

副
手
、東
京
教
育
大
学
教
育
学
部
助
手
・
講
師
・

助
教
授
・
教
授
、筑
波
大
学
副
学
長
等
を
歴
任
。こ

の
間
、「
学
習
に
お
け
る
禁
止
及
び
促
進
の
研
究
」

（
１
９
６
１
年
）で
東
京
教
育
大
学
文
学
博
士
。

　

１
９
７
８（
昭
和
53
）年
10
月
、上
越
教
育
大
学

が
開
学
し
学
長
に
就
任
、１
９
８
９（
平
成
元
）年

３
月
ま
で
10
年
６
月
間
在
任
。筑
波
大
学
名
誉
教

授
、上
越
教
育
大
学
名
誉
教
授
、勲
二
等
旭
日
重

光
章
。

　

退
官
後
も
、（
財
）応
用
教
育
研
究
所
長
、学
校

教
育
研
究
所
理
事
長
、図
書
教
材
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長
、（
社
）日
本
教
育
会
会
長
、日
本
教
材
学

会
会
長
な
ど
を
務
め
る
。

　

２
０
１
６（
平
成
28
）年
１
月
20
日
、原
発
不
明

腫
瘍
の
た
め
死
去（
95
歳
）。従
三
位
。

『
学
習
心
理
学
総
説
』『
問
題
解
決
の
心
理
学
』（
以

上
、金
子
書
房
）、『
教
育
心
理
学
』（
国
土
社
）、『
学

習
指
導
実
践
シ
リ
ー
ズ（
５
部
作
）』『
教
育
評
価

事
典（
共
編
）』（
以
上
、図
書
文
化
）、『
教
室
の
心

理
学
』『
授
業
の
心
理
学
』『
学
習
心
理
学
』（
以
上
、

教
育
出
版
）ほ
か
多
数
。

1

2

　

上
越
教
育
大
学
で
は
、
平
成
20
年
度
に

創
立
30
周
年
を
記
念
し
、
初
代
学
長
で
あ

る
辰
野
千
壽
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
教

育
・
研
究
業
績
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
我

が
国
の
教
育
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
優

れ
た
教
育
・
研
究
の
振
興
に
貢
献
す
る
た

め
辰
野
千
壽
教
育
賞
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

本
教
育
賞
は
、幼
稚
園
、小
学
校
、中
学

校
、義
務
教
育
学
校
、高
等
学
校
、中
等
教

育
学
校
、特
別
支
援
学
校
及
び
保
育
所
等

の
教
育
現
場
に
お
け
る
特
色
あ
る
実
践
研

究
及
び
先
進
的
取
組
を
讃
え
、更
な
る
発

展
に
向
け
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、平
成
30
年
度
の
受
賞
者
が

決
定
し
、10
月
６
日（
土
）創
立
40
周
年
記

念
式
典
の
当
日
、第
11
回
辰
野
千
壽
教
育

賞
の
授
与
式
を
行
う
予
定
で
す
。

初
代
学
長　

辰た
つ

野の 

千ち

壽と
し 

先
生

略
　
歴

主
な
著
書
等

辰
野
千
壽
教
育
賞

雪

3

4

前回（平成29 年度）の授与式

建設中の上越教育大学

開学初期の上越教育大学

ロゴマーク

イメージキャラクター

マナーブ・デ・ジョーキョー先生

上
越
教
育
大
学
と

上
越
市
の
40
年ピックアップ！

上教大

創
立
40
周
年
　

特
別
企
画
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上越教育大学と上越市の40年 since1978



昭和53年昭和53年

昭和46年昭和46年昭和51年昭和51年平成6年平成6年平成11年平成11年平成17年平成17年平成27年平成27年平成30年平成30年 平成18年平成18年平成19年平成19年 昭和55年昭和55年

昭和56年昭和56年昭和58年昭和58年平成8年平成8年平成16年平成16年平成20年平成20年平成30年平成30年平成31年平成31年

学内に保全されている雪
国の里山。逆にこの里山
周辺にキャンパスが割り
込んでしまっているのか。
キャンパス内のごく限ら
れた小さな範囲かもしれ
ませんが、大切にしてい
きたいですね。

緑の小道

自然棟の屋上にある。なぜか、当初は望遠鏡
がなく外側の天体ドームしかありませんでし
た。待望の望遠鏡は平成 21 年に設置。ただ、
未だに「外側だけでしょ？」などの噂が絶え
ない。ご安心ください。ありますよ。

天体望遠鏡
Ｌ型フォーク赤道儀式／
28cm SC 反射望遠鏡

上教大には素敵な場所がいっぱいあります！

6
5

高田公園の桜は⽇本３大夜桜の１つに数えられ、４⽉の開花
時には⽇本全国から 100 万人を超える観光客が訪れます。
会場となる高田公園のすぐ近くには、本学の附属小学校・中
学校が所在します。観桜会の開催時には、本学学生が課外活
動団体やゼミの新入生歓迎会で訪れることも多く、ちょうど
その頃に満開を迎えることも見逃せません。

高田城百万人観桜会

JR 東⽇本提供

2

第
84
回
国
会
で「
国
立
大
学
設
置
法
及
び
国
立

養
護
教
諭
養
成
所
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」が
成
立
し
、本
学
の
設
置
が
決
定
。辰
野

千
壽
先
生
が
初
代
学
長
に
就
任
。

国
立
大
学
法
人

上
越
教
育
大
学
成
立

上
越
ウ
ィ
ン
グ
マ
ー
ケ
ッ
ト

開
業

作　

詞　

小
林 

隆
治
さ
ん　
　

補
作
詞　

森 

菊
蔵
さ
ん

作
編
曲　

柏
林 

正
一
さ
ん

「
上
越
市
民
の
歌
」完
成

現
在
は「
サ
ン
バ
上
越
市
民
歌
」と
し
て

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

上
信
越
自
動
車
道
全
線
開
通

作　

詞　

上
原 

み
ゆ
き
さ
ん　
　

補
作
詞　

杉 

み
き
子
さ
ん

作　

曲　

後
藤 

丹
先
生（
本
学
名
誉
教
授
）　

新
上
越
市
民
歌

「
こ
の
ふ
る
さ
と
を
」完
成

　

教
員
養
成
系
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。学
校
現
場
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
正

面
か
ら
取
り
組
み
、こ
れ
か
ら
も
即
戦
力
と
な
る
高
度
な

教
員
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、学
校
現
場
の
課
題
解
決
に

役
立
つ
大
学
で
あ
り
続
け
ま
す
。

上
越
市
立
水
族
博
物
館

（
旧
水
族
館
）開
館

「
上
越
市
立
水
族
博
物
館

う
み
が
た
り
」開
館

（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
）

Ｇ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ
さ
ん

第
82
回 

謙
信
公
祭
に
出
陣

以
降
２
０
１
５
年
ま
で
７
度
出
陣

現
職
教
員
を
対
象
と
し
た
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
及
び
即
戦
力
と
な
る
新
人
教
員
の
養
成

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科

専
門
職
学
位
課
程（
教
職
大
学
院
）

設
置

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
連
合

学
校
教
育
研
究
科（
博
士
課
程
）へ

構
成
大
学
と
し
て
参
加

関
係
機
関
、関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、こ
れ
ま
で
多
く
の
高
度
な
専
門
職
業
人
と

し
て
の
教
員
を
輩
出
し
、こ
こ
に
一
つ
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

創
立
40
周
年

大
学
改
革
実
施

上
越
教
育
大
学
創
立

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科

修
士
課
程
設
置

学
生
受
入
開
始

第
一
回
学
部
入
学
式
挙
行

上
越
市
誕
生

「
平
成
の
大
合
併
」

近
隣
13
町
村
と
合
併

北
陸
新
幹
線

長
野‐金
沢
間
営
業
開
始

更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
大
学
院

及
び
学
部
の
改
組
を
実
施
し
ま
す
。

（
12
・
13
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

ピックアップ！
上教大

上越市に待望の新幹線が
開通しました。長野・東
京方面だけでなく、富山・
金沢（京都・大阪）方面
へのアクセスが格段に良
くなりました。上越妙高
駅の開業時には、マナーブ・
デ・ジョーキョー先生も駆
けつけてお祝いしました。

北陸新幹線
開業

（2015 年）

上教大は、魅力ある地域とともに歩み続けます！

1
ピックアップ！
上越市
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上
越
教
育
大
学
と

上
越
市
の
あ
ゆ
み

上越教育大学

上越市



て
い
ま
し
た
ね
。
プ
ー
ル
も
な
か
っ

た
の
で
、
高
田
公
園
の
プ
ー
ル
で
泳

ぎ
ま
し
た
。
で
も
、
特
に
不
便
と
は

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

瀧
本 

何
も
か
も
が
初
め
て
で
、
模

索
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
ね
。

藤
井 

事
務
局
の
方
が
と
て
も
優
し

か
っ
た
で
す
。
学
生
一
人
一
人
を
大

切
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

阿
部 

大
学
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

学
生
の
数
が
少
な
く
て
、
み
ん
な
の

顔
が
わ
か
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

藤
井 

今
で
も
時
々
、
街
で
お
会
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら

を
憶
え
て
い
て
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

阿
部 

教
員
は
ど
う
で
し
た
か
？

藤
井 

色
々
で
し
た（
笑
）。
お
お
ら

か
で
し
た
ね
。
先
生
と
学
生
の
距
離

が
近
く
て
、「
一
生
懸
命
み
ん
な
で

や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が

学
生
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

室
の
子
が
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
で
そ

の
声
を
録
音
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。

あ
と
は
今
も
昔
も
カ
ラ
ス
で
す
ね
。

阿
部 

当
時
は
も
っ
と
森
が
あ
り
ま

し
た
よ
ね
。
カ
ラ
ス
は
今
よ
り
少
な

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

藤
井 

別
の
地
域
で
カ
ラ
ス
が
住
ん

で
い
た
森
が
伐
採
さ
れ
て
、
そ
こ
か

ら
移
動
し
て
き
た
ら
し
い
で
す
。

瀧
本 

マ
ム
シ
の
話
も
あ
り
ま
す
よ
。

本
城
町
か
ら
山
屋
敷
に
引
っ
越
す
と

き
、
学
生
委
員
会
委
員
長
が
「
マ
ム

シ
が
出
る
か
ら
長
靴
を
履
け
」
と
。

今
は
出
な
い
ん
で
す
か
？

渡
辺 

今
は
住
宅
地
が
増
え
て
あ
ま

り
見
か
け
ま
せ
ん
が
、

そ
の
辺
の
藪
に
入
れ
ば

い
る
で
し
ょ
う（
笑
）。

藤
井 

教
育
実
習
が
多
く
画
期
的
な

大
学
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

瀧
本 

あ
の
頃
、
一
年
次
か
ら
段
階

的
に
教
育
実
習
を
や
っ
て
い
る
大
学

は
他
に
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。

藤
井 

今
は
そ
れ
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
取
り
し
て
い

た
ん
で
す
ね
。

渡
辺 

四
年
次
の
秋
に
専
修
教
育
実

習
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
自
分
の

専
門
の
理
科
の
授
業
を
し
に
柿
崎
小

学
校
へ
3
週
間
行
き
ま
し
た
。
と
て

阿
部 

私
は
大
学
院
の
一
期
生
で
す

が
、
学
部
生
は
２
年
前
か
ら
入
学
し

て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
当
時
の
学
生

は
と
て
も
素
朴
な
印
象
で
し
た
。
今

の
学
生
み
た
い
な
素
敵
な
格
好
で
は

な
く
、
女
子
学
生
は
み
ん
な
ジ
ャ
ー

ジ
を
着
て
い
ま
し
た（
笑
）。

瀧
本 

ア
パ
ー
ト
な
ど
な
い
時
代
で
、

学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
学
生
宿
舎
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
直
接
大

学
に
行
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

阿
部 

ジ
ャ
ー
ジ
姿
で（
笑
）。

藤
井 

そ
の
頃
の
宿
舎
は
本
城
町
の

新
潟
大
学
の
施
設
で
し
た
。

小
高 

新
潟
大
学
の
高
田
分
校
に
通
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

瀧
本 

山
屋
敷
の
設
備
が
整
っ
て
い

な
く
て
、
入
学
式
は
新
潟
大
学
の
高

田
分
校
の
講
堂
で
、
授
業
も
高
田
分

校
の
校
舎
で
受
け
た
ん
で
す
。

藤
井 
入
学
し
て
数
ヶ
月
で
こ
ち
ら

（
山
屋
敷
）へ
引
っ
越
し
を
し
ま
し

た
。
周
辺
の
道
路
は
舗
装
さ
れ
て
い

な
く
て
、引
っ
越
し
の
日
は
雨
の
中
、

長
靴
で
ぬ
か
る
ん
だ
道
を
と
ぼ
と

ぼ
歩
い
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

瀧
本 

今
み
た
い
に
大
学
の
周
り
に

こ
ん
な
に
木
が
茂
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
建
物
だ
け
あ
る
感
じ
で
。

藤
井 

講
堂
が
で
き
た
の
も
ず
い
ぶ

ん
後
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館

も
な
く
て
、
体
育
の
授
業
は
普
通
の

教
室
に
マ
ッ
ト
を
持
っ
て
き
た
り
し

阿
部 

何
を
す
る
に
も
「
全
部
新
し

く
自
分
た
ち
で
決
め
て
い
こ
う
」と
、

学
生
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
先
生
方

が
意
欲
に
燃
え
て
い
ま
し
た
ね
。

瀧
本 

先
輩
が
い
な
い
の
で
す
べ
て

最
初
か
ら
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
日

は
教
育
実
習
で
行
っ
た
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
来
て
く
れ
た
り
し
ま

し
た
。

阿
部 

学
園
祭
で
大
人
気
だ
っ
た
の

が
体
育
コ
ー
ス
の「
群
団
プ
ロ
レ
ス
」

特
に
「
女
子
プ
ロ
レ
ス
」
！ 

こ
の

話
を
し
た
く
て（
笑
）。

渡
辺 

学
園
祭
実
行
委
員
会
の
討
論

会
で
「
や
ろ
う
」
と
言
っ
て
始
ま
っ

た
ん
で
し
た
ね
。

阿
部 

市
民
の
み
な
さ
ん
も
楽
し
み

に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
会

場
が
お
客
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
で
。

渡
辺 

女
子
は
「
聖
子
ち
ゃ
ん
カ
ッ

ト
」
で
す
ね
。
松
田
聖
子
の
時
代
。

瀧
本 

男
子
の
髪
型
の
モ
デ
ル
は

当
時
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
で
し

た
ね
。

小
高 

写
真
を
見
る
と
大
き
め
の
メ

ガ
ネ
を
か
け
て
い
た
人
が
多
い
で
す

ね
。
あ
の
頃
に
流
行
し
て
い
た
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
み
た
い
な
。

藤
井 

当
時
、
宿
舎
で
は
個
人
で
テ

レ
ビ
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
共
用
の
テ
レ
ビ
の
前
に
、

男
女
関
係
な
く
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

歌
番
組
な
ど
を
観
て
い
ま
し
た
。

藤
井 

車
が
な
か
っ
た
の
で
、
バ
イ

ク
や
自
転
車
で
す
。
実
習
に
行
く
の

は
公
共
交
通
機
関
で
し
た
。

渡
辺 

新
井
や
柿
崎
ま
で
電
車
で
行

き
ま
し
た
。み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
て
。

阿
部 

冬
は
雪
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
が
運
休
に
な
っ
た
り
、
宿
舎
の

窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
ほ
ど
の
大
雪
の

年
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

藤
井 

雪
が
降
っ
た
ら
歩
き
ま
し
た
。

街
灯
す
ら
な
い
道
を（
笑
）。

瀧
本 

日
常
生
活
で
困
る
こ
と
は
そ

ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

時
は
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
。

藤
井 

宿
舎
の
近
く
の
池
に
た
く
さ

ん
ウ
シ
ガ
エ
ル
が
い
ま
し
た
ね
。
同

も
印
象
的
な
実
習
で
し
た
。
実
は
、

三
年
次
の
普
通
教
育
実
習
で
失
敗
を

し
て
、「
教
師
に
は
な
ら
な
い
」
と

思
っ
て
就
職
活
動
を
し
て
い
た
ん
で

す
。
で
も
、専
修
教
育
実
習
で「
や
っ

ぱ
り
教
師
っ
て
良
い
な
」と
思
っ
て
、

就
職
を
断
り
ま
し
た
。

藤
井 

そ
れ
が
今
に
つ
な
が
る
ん
で

す
ね
。
周
り
の
先
生
方
が
そ
れ
だ
け

親
身
に
や
っ
て
く
だ
さ
っ
て
た
ん
で

し
ょ
う
ね
。

渡
辺 

と
て
も
良
い
経
験
で
し
た
。

現
場
に
入
っ
て
、
普
通
教
育
実
習
よ

り
も
近
い
関
係
を
先
生
方
と
作
れ

た
っ
て
い
う
の
は
大
事
な
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

藤
井 

よ
り
実
践
的
に
高
め
ら
れ
る

実
習
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

OB・OG
座談会

サイコー
！！

サイコー
！！でした！

男 

子

 入学（年）

昭和56
平成30

 身長（cm）

171.7
172.9

   体重（kg）

61.7
64.7

  BMI
20.9
21.6

 入学（年）

昭和56
平成30

 身長（cm）

158.7
159.6

   体重（kg）

52.4
51.9

  BMI
20.8
20.4

比べてみました！
学生の身長・体重・BMI値

女 

子

➡ ➡ ➡

➡ ➡

➡

聞き手
大学院一期生　阿部 靖子教授
編集委員　小高 さほみ教授

創
設
当
時
の
教
員
や
事
務

員
は
い
か
が
で
し
た
か
？

入
学
当
時
、
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

学
園
祭
の
思
い
出
は
あ
り

ま
す
か
？

雪
国
で
す
が
、
教
育
実
習

や
日
常
生
活
で
の
移
動
は

ど
う
し
て
い
ま
し
た
か
？

流
行
し
て
い
た
髪
型
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
？

今
で
も
自
然
が
豊
か
な
環

境
で
す
が
、
40
年
前
は
い

か
が
で
し
た
か
？

授
業
や
実
習
の
内
容
は
今

と
ど
う
違
い
ま
し
た
か
？

第 1 回入学式（会場／新潟大学教育学部
高田分校講堂）

一期生

瀧
た き

本
も と

 一
か ず

幸
ゆ き

さん
1985年 3⽉ 教科・領域教育専修卒業、
現在は経営企画課企画広報室長

一期生

藤
ふ じ

井
い

 和
か ず

子
こ

教授
1985年 3⽉ 学校教育専修卒業、1987
年 3⽉ 大学院障害児教育専攻修了、現
在は臨床・健康教育学系 教授

二期生

渡
わ た

辺
な べ

 径
み ち

子
こ

准教授
1986年 3⽉ 教科・領域教育専修卒業、
2003年 3⽉ 大学院学校教育専攻修了、
現在は学校教育学系 准教授
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since1978上越教育大学と上越市の40年

上
越
教
育
大
学
創
設
期
を
経
験
し
た

第
一
期
・
二
期
生
の
方
々
に
、
当
時
の
思
い
出
を

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

瀧本さん

藤井先生

教育実習の様子
上越市による入学生歓迎式典



陸
上
競
技
は
、
小
学
校
６
年
時
に

地
域
の
陸
上
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

以
来
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。

で
も
、
小
さ
い
頃
は
運
動
が
大
嫌
い
だ
っ

た
の
で
す
。
小
学
校
４
年
生
の
時
に
始
め

た
綱
引
き
を
き
っ
か
け
に
運
動
が
得
意
に

な
り
、
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と

は
短
距
離
を
中
心
に
競
技
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
怪
我
と
顧
問
の
先
生
の
勧
め
に

よ
り
投
擲
へ
と
転
向
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

伸
び
悩
ん
で
い
た
時
期
を
抜
け
る
こ
と
が

で
き
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
個

人
で
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

の
時
私
に
、
短
距
離
で
は
な
く
投
擲
が
向

い
て
い
る
、
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

の
お
陰
で
、
現
在
の
私
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
子
ど
も
の
適
性
を
見
つ
け
た
り
、
子

ど
も
の
人
生
に
大
き
く
左
右
し
た
り
す
る

よ
う
な
責
任
あ
る
仕
事
は
や
り
が
い
が
す

ご
く
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
、
教

師
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
体
育
の
教
師
に
な
る
た
め
、
実
技

の
み
な
ら
ず
理
論
も
多
く
学
ん
で
い
ま
す
。

頭
で
理
解
し
て
い
て
も
実
際
に
で
き
な
い

こ
と
、
実
際
に
で
き
て
も
理
解
は
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
実
技
も
理
論
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
ト
も
２
軒
の
飲
食
店
で
や
っ
て
い

ま
す
。
お
客
様
が
求
め
て
い
る
も
の
を
言

わ
れ
る
前
に
、
と
い
う
こ
と
や
、
た
く
さ

ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
自

分
の
会
話
の
引
き
出
し
を
広
げ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
野
山
で
遊
ぶ
の
が

好
き
で
、
山
の
木
を
切
っ
て
秘

密
基
地
を
作
っ
た
り
、
川
で
遊

ぶ
な
ど
し
て
、
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
小
学
1
年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て

い
て
、
高
校
生
の
時
は
毎
日
サ
ッ
カ
ー
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

 

大
学
で
は
、
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
み
、
充

実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
大
学
2
年

生
の
春
休
み
に
は
、
北
海
道
、
沖
縄
、
岐
阜

に
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
土
地
独
自
の

食
べ
物
や
気
候
、
文
化
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
は
大
学
祭
の
執
行
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
各
部
署
に
分
か
れ
、
様
々
な

仕
事
を
行
い
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
大
学

祭
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
自
分
は
学
生
取
締

役
と
い
う
役
職
に
つ
き
、
大
学
祭
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
を
作
っ
た
り
、
執
行
部
が
着
る
法
被

の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
り
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

や
り
が
い
と
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大変なこともありますが、

　やりがいと楽しさを

　　感じています!

小
学
生
の
時
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
男

子
～
！
」
と
い
う
タ
イ
プ
の
女

子
で
し
た
。
習
い
事
も
好
き
で
、

ピ
ア
ノ
・
水
泳
・
書
道
・
バ
レ
ー
・
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
同
時
に
習
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
す
。
中
高
一
貫
校
の
2
期
生
で
、
行
事
、

部
活
、
委
員
会
な
ど
多
く
の
こ
と
を
自
分
た

ち
で
作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
精
神
は
今
の

大
学
生
活
に
も
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
学
び
の
ひ
ろ
ば
で
学
生
事
務
局

を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
動

く
こ
と
の
大
変
さ
、
楽
し
さ
を
実
感
す
る
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
実
際
に
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
れ
ば
、
一
気

に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
が
頑
張

れ
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
教
育
コ
ー
ス
な
の
で
、
他
の
学
生
よ

り
も
実
習
は
多
い
で
す
。
介
護
体
験
も
日
数

が
倍
で
、
保
育
園
実
習
も
行
い
ま
す
。
4
年

生
に
な
っ
た
ら
、
実
際
に
自
分
で
保
育
の
場

を
設
定
す
る
責
任
実
習
が
待
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
英
語
の
免
許
も
取
り

始
め
た
の
で
、
来
年
は
中
等
教
育
実
習
に

も
行
く
予
定
で
す
。
誰
よ
り
も
実
習
に
行
っ

て
た
く
さ
ん
の
場
数
を
踏
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
！

実技も理論も学ぶことができ、

　　　とても充実しています！
新しいことを発見した時は

 　　とても楽しいです。

子どもたちのために動くことの
　大変さ、楽しさを実感する
　　毎日を送っています。

僕
の
座
右
の
銘
は
文
武
両
道
で
す
。

こ
れ
は
勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
ど
ち

ら
か
を
頑
張
る
こ
と
は
当
た
り

前
で
、
両
方
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
こ
そ

意
味
が
あ
る
と
、昔
教
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

確
か
に
両
方
頑
張
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、

達
成
感
は
凄
く
あ
り
ま
す
。
今
、
大
学
で
の

勉
強
と
、
卓
球
と
い
う
15
年
以
上
続
け
て
き

た
ス
ポ
ー
ツ
を
両
立
さ
せ
、
昨
年
度
は
全
国

教
育
大
学
卓
球
選
手
権
大
会　

男
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
優
勝
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勉
強
に
関
し
て
は
、
出
来
る
だ
け

授
業
の
な
い
空
き
コ
マ
に
も
勉
強
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
勉
強
の
や
り
方
は
先

生
か
ら
も
ら
っ
た
レ
ジ
ュ
メ
を
自
分
な
り
に

ル
ー
ズ
リ
ー
フ
な
ど
に
ま
と
め
る
と
い
う
方

法
で
す
。
面
倒
く
さ
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

自
分
で
書
い
た
ほ
う
が
頭
に
残
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

　

僕
は
小
さ
い
と
き
か
ら
マ
ン
ガ
を
読
む

こ
と
が
好
き
で
し
た
。
そ
の
中
で
歴
史
を

学
ぶ
マ
ン
ガ
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
歴
史
の
面
白
さ
に
気
付
き
、
歴
史
の
勉

強
を
積
極
的
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
系
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
の
も
、
こ
の
と

き
の
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

3
年
生
か
ら
卒
論
に
向
け
た
勉
強
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
歴
史
に
関
す
る
一
考
察
で
す
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
お
菓
子

で
す
が
、
一
方
で
貧
し
い
生
産
者
の
姿
も

見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
カ
カ
オ
農
園
の
児
童
労
働
と

も
重
な
り
ま
す
。
ま
た
研
究
の
際
に
は
英

語
で
書
か
れ
た
書
籍
も
読
み
ま
す
。
海
外

と
日
本
の
歴
史
家
の
視
点
は
必
ず
し
も
一

致
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
違
い
が
な
ぜ
生
ま

れ
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
も
興
味
深
い
で

す
。
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
、
小
・

中
学
校
の
社
会
科
の
教
材
開
発
等
に
も
活

か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

現役学生
の声

サイコ
ー！！

サイコ
ー！！です

！！

学部３年
生活・健康系コース

（保健体育）　

髙
た か つ じ

辻 紀
き の

乃さん

学部３年　
自然系コース

（数学）

藤
ふ じ

田
た

 貴
た か

大
ひ ろ

さん

学部3 年　
社会系コース

道
み ち ば た

端 莉
り く

句さん

学部3 年　
幼児教育コース　

土
つ ち

田
だ

 あすかさん
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在
学
中
の
学
生
た
ち
が
ど
ん
な
想
い
で

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
！

since1978上越教育大学と上越市の40年



　

開
校
当
時
の
研
究
主
題
は
、「
子
ど
も
が
生

き
る
学
校
生
活
の
創
造
」で
し
た
。
こ
の
年
は
、

第
二
期
教
育
課
程
研
究
の
一
年
次
に
あ
た
り
、

特
に
「
総
合
教
科
活
動
」
の
設
定
に
向
け
た
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
40
年
。
本
年
度
は
第
十
期
の
研
究

期
に
な
り
ま
す
。
研
究
主
題
「
今
を
生
き
明
日

を
つ
く
る
子
ど
も
が
育
つ
学
校
」
を
掲
げ
、
子

ど
も
が
か
け
が
え
の
な
い
「
今
」
を
生
き
る
喜

び
を
つ
く
り
、
人
間
と
し
て
よ
り
よ
く
生
き
る

学
校
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
感
性
」
の
は
た
ら
き
に
着
目
し
て
創
設
し

た「
創
造
活
動
」「
実
践
道
徳
」「
実
践
教
科
活
動
」

「
集
団
活
動
」
の
4
つ
の
新
た
な
教
育
活
動
も

4
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、

「
感
性
」
が
は
た
ら
く
教
育
活
動
が
、
よ
り
一

層
充
実
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
日
々
実

践
を
積
み
重
ね
な
が
ら
思
考
し
て
い
ま
す
。
教

育
課
程
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
が
輝
く
学

校
を
追
究
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
今
年
度
の
研

究
会
は
、11
月
30
日（
金
）

で
す
。
公
開
授
業
、
授

業
協
議
会
、
研
究
発
表
、

音
楽
集
会
、
講
演
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
22
年
、
新
潟
第
二
師
範
附
属
中
学
校
と

し
て
開
校
し
た
当
校
最
初
の
研
究
は
「
単
元
学

習
指
導
計
画
と
特
別
教
育
活
動
」
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
70
年
の
時
が
過
ぎ
た
現
在
、
社
会
構
造

は
著
し
く
変
化
し
、
各
国
の
利
害
を
越
え
た
国

際
協
調
の
必
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
の
子
供
た
ち
は
「
持
続
可
能
な
社
会
」
に
な

る
か
ど
う
か
の
転
換
期
に
立
た
さ
れ
る
世
代
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
校
で
は
平
成
27
年
度

か
ら
「
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
し
、
自
己
を

確
立
で
き
る
生
徒
の
育
成
」
を
主
題
に
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能

力
を
【
情
報
統
合
力
】【
代
替
思
考
力
】【
企
画

創
造
力
】【
主
体
的
実
践
力
】【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
】【
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
】
の
６

つ
に
整
理
し
、
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
名
付
け
ま
し
た
。

そ
し
て
「
持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
」

「
自
己
を
確
立
す
る
こ
と
」
と
「
ア
ビ

リ
テ
ィ
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
発
揮
す
る

こ
と
」
を
同
義
と
し
、
ア
ビ
リ
テ
ィ
の

育
成
を
意
図
的
、
計
画
的
に
行
う
教
科

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
科
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
既
存
の
各
教
科
に
お
い
て
も
、

ア
ビ
リ
テ
ィ
育
成
の
視
点
か
ら
授
業
改

善
を
行
い
、
教
育
課
程
全
体
で
ア
ビ
リ

テ
ィ
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

太
陽
・
土
・
水
が
大
好
き
！

い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
が
輝
く
学
校

持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
し
、
自
己
を

確
立
で
き
る
生
徒
の
育
成

～
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
科
の
創
設
と
６
つ
の

資
質
・
能
力
～

　

平
成
４
年
４
月
、
大
学
校
舎
を
仮
園
舎
と
し

て
、
附
属
幼
稚
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
翌
年
、

現
在
の
位
置
に
園
舎
を
移
転
し
、「
太
陽
・
土
・

水
の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
」
を
目
指
す
子

ど
も
像
に
掲
げ
、
自
由
と
自
立
の
調
和
を
図
っ

た
教
育
実
践
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。
平
成

５
年
度
か
ら
「
幼
児
の
自
発
活
動
を
支
え
る

指
導
の
在
り
方
」
を
研
究
主
題
と
し
、
幼
児

教
育
の
５
領
域
の
教
育
課
程
や
指
導
計
画
を

８
年
か
け
て
工
夫
、
改
善
し
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
平
成
６
年
10
月
に
第
１
回
の
幼
児
教

育
研
究
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
当
時
の

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
変
感
慨
深
い

も
の
で
あ
っ
た
と
文
献
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
関
係
者
の
熱
意
と
努
力
の
お
陰

で
、
優
れ
た
園
庭
環
境
と
教
育
課
程
が
根
付

き
、
園
は
充
実
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
、「
遊
び
込
む
子
ど
も
」

を
主
題
に
掲
げ
、
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
６
年
目
の
今
年
度
は
遊

び
込
む
子
ど
も
の
姿
を
手
が
か
り
と

し
な
が
ら
、
受
け
継
い
で
き
た
従
来

の
教
育
課
程
を
見
直
し
、
再
編
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
日
も
幸
せ
そ
う
な
歓
声
が
あ
ち

こ
ち
で
上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
、
注

目
さ
れ
て
い
る
幼
児
教
育
現
場
を
是

非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

からの修了生

　

今
か
ら
30
年
以
上
も
前
、
ま
だ
元
号
が
「
昭

和
」
の
最
後
の
時
代
で
し
た
。
新
採
用
２
校

目
の
勤
務
、
中
学
校
現
場
で
の
６
年
間
の
経

験
を
経
て
、
大
学
院
の
第
４
期
生
と
し
て
芸

術
系
美
術
コ
ー
ス
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。
新

構
想
大
学
と
し
て
全
国
の
先
駆
け
と
な
る
べ

く
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
充
実
し
た
設

備
環
境
、
著
名
な
先
生
方
の
下
で
、
何
か
ワ

ク
ワ
ク
と
し
た
昂
揚
感
、
期
待
感
に
包
ま
れ

て
、
美
術
教
育
の
研
究
や
作
品
制
作
に
励
ん

で
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

夏
の
集
中
講
義
で
、
宮
田
亮
平
先
生
か
ら

鍛
金
の
指
導
を
受
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
宮
田
先
生
は
佐
渡

市
の
ご
出
身
で
、
イ
ル
カ
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
「
シ
ュ
プ
リ
ン
ゲ
ン
（Shpringen

）」
シ

リ
ー
ズ
で
有
名
な
日
本
の
鍛
金
工
芸
家
の
第

一
人
者
で
す
。
東
京
藝
術
大
学
の
学
長
を
務

め
ら
れ
た
後
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
第
22
代

文
化
庁
長
官
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、

先
生
は
ま
だ
40
歳
前
後
、
藝
大
の
助
手
を
さ

れ
て
い
た
頃
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

大
変
な
暑
さ
の
中
、
宮
田
先
生
の
指
導
の
下
、

何
時
間
も
汗
だ
く
に
な
っ
て
槌
を
振
る
い
、

一
枚
の
銅
板
か
ら
立
体
を
打
ち
出
し
て
一
輪

挿
し
を
完
成
さ
せ
た
時
の
喜
び
は
一
入
で
し

た
。
学
生
や
院
生
を
相
手
に
気
さ
く
に
接
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
溌
剌
と
し
た
壮
年
期
の

宮
田
先
生
の
お
姿
と
と
も
に
、
鮮
明
に
記
憶

に
残
っ
て
お
り
、
今
と
な
っ
て
は
大
変
貴
重

な
思
い
出
で
す
。

　

現
職
教
員
の
大
学
院
で
の
研
修
や
内
地
留

学
な
ど
の
期
間
の
こ
と
を
、「
知
的
給
水
時
」

と
言
い
ま
す
。
教
員
に
と
っ
て
、
多
忙
な
職

務
の
中
で
、
自
己
研
鑽
の
た
め
の
時
間
的
・

精
神
的
な
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
と
は
現
実
的
に

大
変
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
ま

さ
に
言
葉
通
り
、
大
学
院
で
の
研
修
は
、
そ

の
枯
渇
し
そ
う
な
頭
や
心
、
体
に
も
十
分
な

養
分
や
水
分
を
補
給
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

国
家
的
な
教
育
改
革
や
機
構
改
革
の
中
で
、

国
公
立
大
学
の
在
り
方
、
そ
こ
で
学
ぶ
学
生

や
院
生
の
学
び
方
な
ど
も
改
め
て
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
職
教
員
の
再
教
育
と

し
て
の
大
学
院
で
の
研
修
は
、「
学
校
現
場
」

と
い
う
着
地
点
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
明
確

知
的
給
水
、
そ
し
て

　
　

学
び
続
け
る
教
師
へ

早川 義裕
（はやかわ よしひろ）

上越市教育員会教育次長、新潟県上越市出
身。昭和 63 年３⽉、大学院修了後、糸魚
川第二中学校、城北中学校教諭を経て、平
成 10 年４⽉、中里中学校教頭。平成 12

年４⽉から、新潟県教育庁義務教育課指導主事・副参事・係長を経て、
平成 17 年４⽉、牧中学校校長。平成 20 年４⽉から、義務教育課管
理主事・係長・参事・課長を経て、平成 25 年４⽉、城西中学校校長。
平成 27・28 年度、新潟県中学校長会・中学校教育研究会・中学校体
育連盟会長を務める。平成 29 年３⽉、退職後、同年７⽉から現職。

な
課
題
や
目
的
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
制
度
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。「
教

師
に
な
る
こ
と
よ
り
教
師
で
あ
り
続
け
る
ほ

う
が
難
し
い
」
と
言
わ
れ
る
中
、
こ
う
し
た

機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
教
員
に
と
っ
て

極
め
て
有
意
義
な
こ
と
で
す
。　

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
々
が
積
極
的
に
大
学
院

派
遣
制
度
を
活
用
し
、
時
代
の
変
化
や
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
求
め
ら
れ

る
資
質
能
力
を
生
涯
に
渡
っ
て
高
め
て
い
く

「
学
び
続
け
る
教
師
」
を
目
指
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

附属幼稚園

附属小学校

附属中学校
グローバル
人材

グローバル
人材

企画創造力企画創造力
コミュニケーション力コミュニケーション力

コラボレーション力コラボレーション力

主体的実践力主体的実践力

情報統合力情報統合力

代替思考力代替思考力

マスコットキャラクター
「ふぞくま」
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上教大 掲示板なんでも

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院 

連
合
学
校
教
育
学
研
究
科（
博
士
課
程
）へ
の
進
学
も
可
能

教科教育・
学級経営実践コース

先端教科・
領域開発研究コース

学習臨床・授業研究コース

現代教育課題研究コース

教科教育実践

学級経営実践

発達と教育連携

道徳・生徒指導

小学校英語
プログラミング教育
教科横断・教科実践開発

学習支援

グローバル・総合
ICT・情報
学習臨床

専
門
職
学
位
課
程
　
教
育
実
践
高
度
化
専
攻
（
入
学
定
員
　
人
）
170

発達支援教育コース

心理臨床コース

学校教育深化コース

国際理解・日本語教育コース

教職キャリア支援コース

国際理解・日本語教育

教職キャリアアップ

文理深化・技術

文理深化・家庭

芸能深化・音楽

芸能深化・美術

芸能深化・保健体育

文理深化・国語

文理深化・英語

文理深化・社会

文理深化・数学

文理深化・理科

幼年教育

特別支援教育

学校ヘルスケア

臨床心理

修
士
課
程
　
学
校
教
育
専
攻
（
入
学
定
員
　
人
）

130

ぜったい先生になりたい人のための大学

学
部
１
年
次

●人間教育学関連科目
●相互コミュニケーション科目
●ブリッジ科目　など

基礎や共通した科目を
中心とした授業

入学～在学～卒業まで卒業後の進路

※平成31年度開設の「教職課程再
課程認定」申請中。ただし、文部科
学省における審査の結果、予定し
ている教職課程の開設時期が変
更となる可能性があります。

学校教育実践コース
各教科の学習と教科外学習及び学級経営を中核としなが
ら、教育実践を自らデザインできる教員を目指します。

幼年教育コース
幼年期における子供の発達を支える幼稚園教員や保育
士を目指します。

心理臨床コース
教科指導力の他に、子供の内面について深く理解する力
を持った教員を目指します。

現代教育課題コース
学校と児童生徒、教員をめぐる社会的、教育的課題を見
据え、理論的実践的な対応ができる教員を目指します。

教科教育実践

学級経営実践

学習臨床・授業研究

発達と教育連携

道徳・生徒指導

臨床心理

幼年教育

国語

英語

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育

技術

家庭

小学校英語

プログラミング教育

教科横断

学習支援

先端教科・領域学習コース
先端的かつ専門的な能力や知見が求められる新領域や
児童生徒の支援に対応できる教員を目指します。

教科内容構成コース

充実した環境が学びをサポート充実した環境が学びをサポート

少人数教育
システム

充実した
教育実習

現職教員との
活発な交流

6年一貫教育プログラム

教科・科目に関して十分な素養と理解を備え教科指導力
に長けた、実践力のある教員を目指します。

学部段階から大学院の特別支援教育の科目を
履修して修士課程・発達支援教育コース（特別
支援教育）に進学する。

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
流
れ
と

卒
業
後
の
進
路
の
例

大
学
院
へ
進
学

大
学
院
へ
進
学

博
士
課
程
へ
進
学

博
士
課
程
へ
進
学

学部卒業者の教員就職率 80.3%（全国第４位） ※平成29年3月卒業者

推
薦
・
前
期
日
程
・
後
期
日
程
の
各
入
学
試
験
を
受
験

（
入
学
定
員
　
人
）

推
薦
・
前
期
日
程
・
後
期
日
程
の
各
入
学
試
験
を
受
験

（
入
学
定
員
　
人
）

就 

職
就 

職

卒 

業
卒 

業

入 

学
入 

学

進 

級
進 

級

卒
業
時
に
小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
及
び
各
種
免
許
状
・
各
種
資
格
を
取
得

学
部
2
年
次
各
コ
ー
ス・領
域
に
所
属（
２
年
進
級
時
に
選
択
）

初
等
教
育
教
員
養
成
課
程
　
学
校
教
育
専
修

※本計画は現在文部科学省と協議中です。なお、今後協議を進めていく段階で、コース名称等を変更することもあり得ます。

領　域 コース 領　域 コース

学校教育学部大学院　学校教育研究科
学部と継続した環境で発展的な研究が可能

160

　

上
越
教
育
大
学
は
、子
ど
も
の
未
来
を
切
り
開

く
こ
と
の
で
き
る
確
か
な
実
践
力
を
備
え
、我
が

国
の
教
育
を
担
う
中
核
的
・
指
導
的
な
教
員
の
養

成
を
目
指
し
て
、次
の
よ
う
な
資
質
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、複
雑
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
現
代
的
教

育
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、小
学
校
英
語
な
ど

平
成
　
年
度
改
組
の
お
知
ら
せ

31

本
学
は
更
な
る
飛
躍
の
た
め
大
学
院
及
び
学
部
の
改
組
を
実
施
し
ま
す

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
対
応
し
た
科
目
の
設
定

や
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
た

授
業
形
態
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま

た
、特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、大
学
院
に
つ

な
が
る
６
年
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
大
学
院
で
は
、教
育
実
践
力
を
基
盤

と
し
、専
門
職
学
位
課
程（
教
職
大
学
院
）、修
士

課
程
の
特
性
を
活
か
し
た
組
織
改
革
を
行
い

ま
し
た
。

●
専
門
職
学
位
課
程
の
充
実

（
高
度
専
門
職
業
人
養
成
の
た
め
に
、入
学
定
員
を

１
７
０
人
に
増
員
、多
様
な
領
域
・
コ
ー
ス
の
設
定
）

●
修
士
課
程
・
学
校
教
育
専
攻
の
充
実

　
（
教
育
研
究
の
最
先
端
、理
論
的
探
究
と
実
践
力
）

●
教
員
免
許
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

　
（
大
学
院
で
、学
位
と
教
員
免
許
が
取
得
可
能
）

★
21
世
紀
を
生
き
抜
く
た
め
の
能
力

（
基
礎
力
・
思
考
力
・
実
践
力
）

★
人
間
力

（
優
れ
た
人
格
・
豊
か
な
感
性
・
未
来
創
造
力
）

★
教
育
実
践
力

（
豊
か
な
教
養
・
高
度
な
専
門
的
知
識
・
優
れ
た

教
育
技
術
・
使
命
感
・
創
造
力
・
人
間
愛
）

★
学
び
続
け
る
力
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大 学 院 同 窓 会

大 学 院 同 窓 会

大 学 院 同 窓 会

大
学
院
同
窓
会

第
５
回
埼
玉
県
支
部
総
会

等
を
開
催

転居・転職・結婚等により個人情報の変更があった

場合は、お知らせください。

詳細については、公式ホームページをご覧ください。

お問い合わせ先  上越教育大学大学院同窓会事務局

修了生の住所等をお知らせください

検 索上越教育大学　同窓会

E-mail  dousoukai@juen.ac.jp

学長室からMESSAGE  from  PRESIDENT

　

上
越
教
育
大
学
は
2
0
1
8
年
10
月
で
創
立

40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
学
の
歴
史
と
し
て
は

決
し
て
長
く
は
な
い
40
年
の
間
に
、
教
員
養
成

の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
的
大
学
と
し
て
確
固
た
る

地
位
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
新
構
想
大
学
と

し
て
創
立
し
た
当
時
か
ら
の
「
現
職
教
員
を
中

心
と
す
る
大
学
院
と
初
等
教
育
教
員
養
成
が
中

心
の
学
部
」
を
持
つ
教
員
養
成
系
大
学
と
し
て

の
使
命
は
現
在
も
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
以
前

に
比
べ
て
数
は
減
っ
た
も
の
の
、
現
職
の
小
学

校
教
員
、
中
学
校
教
員
な
ど
が
大
学
院
生
と
し

て
在
籍
す
る
、
学
部
、
大
学
院
修
士
課
程
、
大

学
院
専
門
職
学
位
課
程
、
連
合
大
学
院
博
士
課

程
を
擁
す
る
、「
教
育
の
総
合
大
学
」
と
し
て

確
か
な
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
40
年
の
歴
史
を
も
と
に
、
本
学
は
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
、
大
学
院
を
中
心
に
大
き
な

改
革
を
行
い
ま
す
。
学
部
学
生
定
員
、
大
学
院

学
生
定
員
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
院
で
は
、

現
在
60
名
の
教
職
大
学
院
を
1
7
0
名
に
拡
充

し
、
そ
の
機
能
の
充
実
を
図
る
一
方
、
修
士
課

程
は
定
員
1
3
0
名
と
し
て
、
教
育
研
究
に
今

ま
で
以
上
に
特
徴
を
持
た
せ
、
教
職
大
学
院
と

修
士
課
程
の
両
輪
で
本
学
の
更
な
る
強
み
を
発

揮
す
る
予
定
で
す（
12
・
13
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）。

　

ま
ず
、
学
部
教
育
で
は
、
大
学
院
へ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
上
の
連
続
性
を
考
慮
す
る
と
共
に
、

小
学
校
に
新
し
く
導
入
さ
れ
る
外
国
語
活
動

や
英
語
教
育
、
各
教
科
で
必
要
と
な
る
情
報
活

用
能
力
や
、
特
別
教
科
化
さ
れ
る
道
徳
の
充
実

な
ど
の
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
も
対
応
で
き
る

コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
。

　

教
職
大
学
院
で
は
、
学
部
教
育
の
内
容
を
高

度
に
学
ぶ
た
め
の
コ
ー
ス
や
領
域
を
特
化
し
た

形
で
配
置
し
、
ま
た
従
来
、
修
士
課
程
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
学
校
現
場
で
の
臨
床
場
面
や
授

業
研
究
、
子
供
の
発
達
や
学
校
教
育
に
お
い
て

必
要
と
な
る
様
々
な
連
携
な
ど
に
つ
い
て
も
、

機
能
を
拡
大
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

ま
た
、
修
士
課
程
で
は
、
５
種
類
の
免
許
が

取
得
で
き
る
特
別
支
援
教
育
や
、
近
年
注
目
さ

れ
る
健
康
や
食
に
関
わ
る
学
び
、
臨
床
心
理
士

や
公
認
心
理
師
の
受
験
資
格
取
得
に
も
対
応
す

る
コ
ー
ス
や
領
域
、
各
教
科
の
内
容
や
指
導

方
法
を
深
く
研
究
・
学
習
す
る
た
め
の
コ
ー
ス

の
他
に
、
国
際
教
育
や
日
本
語
を
中
核
と
す
る

コ
ー
ス
や
、
現
職
教
員
が
働
き
な
が
ら
夜
間
や

休
日
な
ど
に
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
を
利
用
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス

を
設
置
し
ま
す
。

　

本
学
は
、
こ
の
よ
う
な
改
革
を
平
成
31
年
度

か
ら
行
う
わ
け
で
す
が
、
現
職
教
員
の
再
教
育
・

研
修
と
い
う
使
命
に
併
せ
て
、
少
子
化
の
中
、

教
職
に
対
し
て
強
い
意
欲
を
持
ち
、
教
育
界
を

支
え
て
行
く
人
材
を
養
成
し
、
輩
出
す
る
と
い

う
大
き
な
使
命
を
強
く
認
識
し
な
が
ら
、
今
後

と
も
教
育
分
野
、
学
校
現
場
の
要
請
・
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
く
大
学
改
革
を
行
い
続
け
ま
す
。

上越教育大学の歩みと
更なる飛躍

学
長
　

川
崎 

直
哉

て
上
教
大
で
学
ん
だ
２
年
間
が
あ
れ
ば
こ
そ
現

在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
な

く
、
埼
玉
の
地
に
あ
っ
て
も
上
教
大
は
常
に
母

校
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
学
び
を
そ
れ
ぞ
れ
の
職

で
生
か
し
、
周
囲
に
広
げ
て
埼
玉
県
の
教
育
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
率
が
低
い
の
も
み
な
各
職
場
・
研
究
団

体
等
で
要
職
に
あ
っ
て
多
忙
が
故
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
支
部
会
の
活
動
を
学
び
と
と
も
に
魅

力
あ
る
も
の
に
し
、
よ
り
盛
会
に
す
る
こ
と
を

通
じ
て
上
教
大
大
学
院
の
存
在
を
修
了
生
と
し

て
発
信
す
る
活
動
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

大
学
院
同
窓
会
埼
玉
県
支
部
長

元
埼
玉
県
公
立
小
学
校
長

米 

澤
　 

豊

　

埼
玉
県
支
部
は
第
５
回
支
部
総
会
お
よ
び
教

育
講
演
・
懇
親
会
を
本
年
２
月
３
日
、
埼
玉
県

上
尾
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
大
学
か
ら
は
理
事

兼
副
学
長
の
梅
野
正
信
先
生
に
お
越
し
い
た
だ

き
、「
上
越
教
育
大
学
大
学
院
の
現
状
と
学
校

教
育
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員
の
中
に

は
教
職
員
・
学
校
管
理
職
の
他
に
他
大
学
の
学

長
職
や
県
内
で
教
育
長
職
の
方
も
お
り
、
同
様

な
環
境
下
で
大
学
経
営
の
新
た
な
方
向
性
、
大

学
や
研
究
教
育
機
関
等
と
学
校
現
場
が
連
携
・

相
互
貢
献
を
推
進
す
る
際
の
困
難
さ
が
共
有
さ

れ
、
懇
親
会
で
は
一
層
こ
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

本
支
部
会
は
J
U
E
N
11
号
、
22
号
で
も
報

告
し
て
い
る
と
お
り
、
前
身
の
埼
玉
県
現
職
派

遣
教
員
の
研
究
会
が
母
体
と
な
り
、
平
成
17
年

度
か
ら
３
年
ご
と
に
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
数
は
4
0
0
人

近
く
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
参
加
者
は
毎
回
20
～

30
人
ほ
ど
で
そ
の
内
訳
は
開
学
か
ら
20
年
目
く

ら
い
ま
で
の
現
職
派
遣
教
員
の
比
率
が
高
く
、

高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
27
年
度
・

28
年
度
に
修
了
し
て
埼
玉
に
就
職
し
た
若
者
が

３
人
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
若
い
世

代
の
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
で
す
。
私

を
含
め
古
い
世
代
は
梅
野
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
で
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
山
屋
敷
一
帯
を

知
り
、
在
学
当
時
の
風
景
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
創
立
40
周
年
と
い
う

輝
か
し
い
節
目
の
年
と
の
こ
と
、
修
了
生
と
し

JUEN  2018  AUTUMN JUEN  2018  AUTUMN 1415



お問い合わせ先　
　上越教育大学　企画広報室
    〒943-8512
　新潟県上越市山屋敷町1
　TEL 025-521-3626　　
　FAX 025-521-3627
　E-mail  kouhou@juen.ac.jp
　URL  http://www.juen.ac.jp/

編集・発行
　上越教育大学情報・広報委員会
デザイン・監修
　安部 泰
　（芸術・体育教育学系　准教授）
制作
　株式会社　桐朋

JUEN　上越教育大学学園だより
2018 秋 No.40（平成30年10月発行）

※本誌掲載の文書・記事・写真等の無断転載はお断りします。

アンケートにご協力ください

公式ホームページにおいて本誌に
関するアンケートを実施していま
す。左の QR コードを読み込むこと
で、携帯端末からもご回答いただ
けます。
QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

公式ホームページから、
バックナンバーの閲覧ができます。

　自分自身は、授業をこなすことで精一杯でし
た。先輩からお話を聞いて、「やりたいことをや
る」といわれて、触発されました。人間として
も音楽人としても成長できるように頑張ってい
きたいと思うきっかけになりました。
　（追記）田部さんは、7 月末開催の第 53 回新
潟県音楽コンクールにおいて新潟県知事賞を受
賞されました。

■ 聞き手・文（写真左）　
大学院1年（免Ｐ）　芸術系教育実践コース（音楽）　
友野 夏美

免Ｐで
く人

インタビュー

免Ｐで
く人で

インタビュー

　今回は、芸術系教育実践コースで声楽

を専攻している、田部栞さん（3 年、免P）

と李泉さん（２年）にお話を伺いました。

田部さんも李さんも大学院で研究を進

めるとともに、演奏活動も積極的に行っ

ておられます。

入学を決めた動機
田部：進学前に大学を見学して、教員養

成に向けて設備が整っていることに魅

力を感じたことや、上教大でなら勉強と

専門の声楽が両立できると感じて入学

を決めました。

李 ：大学時代からの指導教員から「上教

大には声楽の良い先生がいるから」と勧

められて入学を決めました。

目指す教師像
田部：小学校の音楽専科の教員を目指

しています。子どもたちからはもちろん

のこと、保護者や一緒に働く先生方から

も愛される教師になりたいと思ってい

ます。子どもたちの前では、常に笑顔を

忘れず、笑顔あふれる学級を作れる教師

になれると良いなと考えています。そし

て、子どもに音楽の楽しさを伝えていき

たいです。

李 ：「この先生は歌については、素晴らし

い」といわれるような教師になりたいと

思っています。自分が好きな西洋音楽、

特に、イタリア音楽の魅力も伝えていけ

ればと考えています。

後輩の皆さんに一言
田部：やりたいことをやる！好きなこ

とにのめりこむだけのめりこむ！さら

に、自分にきたチャンスは逃さない！と

いったことでしょうか。

李 ：レッスンの時間には、指導を受けて

いる内容を自分でよく考え、自分なりに

咀嚼して、自分のものにしていくことが

大切だと思います。

大学院3年（免P）
芸術系教育実践コース

（音楽）

田
た べ

部 栞
し お り

さん

大学院2年
芸術系教育実践コース

（音楽）

李
り

 泉
せ ん

さん

　本学大学院入学者で、教員免許を持っ
ていない方や他校種、他教科の教員免許
を取得したい方を対象に、長期履修学生
制度を利用し、２年分の学費で３年間在
学し、大学院の教育課程と学部の教員養
成カリキュラムの単位を取得することに
より、教員免許状取得の資格を得ること
ができるプログラムです。

免Ｐ＝教育職員免許
　取得プログラム

インタビューを終えて


